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第 2版にあたって

2013（平成 25）年 8 月に刊行した『トヨタ生産方式大全』は、トヨタ生

産方式の理念と、大野耐一のトヨタ生産方式の論理、考え方、トヨタ生産方

式の構造、事例、トヨタ生産方式のマニュアルを、収録しておいたもので

あった。幸い、好評を得て、第 2 版を刊行することとした。

第 2 版を刊行するにあたって、大野耐一氏が考えたトヨタ生産方式の思想

をより多く知りたいという読者に応え、大野耐一氏の講演を 2 編、追加し

た。旧版、第 2 章の「大野耐一氏の執筆した『トヨタ生産方式』」は、唯一

の自筆原稿であり詳細な注釈が必要であった。第 2 版にあたり、追加した講

演録「第 3 章　大野耐一のトヨタ生産方式の実践方法」「第 4 章　大野耐一

のトヨタ生産方式の今後の方策」は、いずれも、トヨタ生産方式が世に初め

て紹介された時期（昭和 60 年代前半）に実施されたものである。いずれの

講演録も初心者向けの例示を多くふくみ、大野耐一氏の考え方を理解するこ

とが容易であるので、第 2 章と異なり注釈はつけなかった。

この 2 編の講演録によって大野耐一氏の生の声からトヨタ生産方式の理解

が深まるものと考えられる。

一方で、旧版の 3 章の「トヨタ生産方式の構造」については、類書もあり

割愛させていただくこととした。「トヨタ生産方式の構造」については、さ

らに研究を深め、内容を充実させ、具体例も掲載した書籍として作成を進め

る予定である。

第 2 版が、読者諸氏に、大野耐一氏の思想・考え方を中心として、トヨタ

生産方式について理解を深めていただければ幸いである。

2015 年 1 月 10 日

熊澤光正
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はじめに

1978 年に、大野耐一氏の『トヨタ生産方式』が刊行された当時、日本の

各企業はオイルショックをはじめとする、戦後の高度成長が曲がり角を迎

え、企業業績の悪化や、低成長という新たな局面を迎えていた。

このような状況の中で、トヨタ自動車工業（当時）は、比較的堅調な業績

を上げており、その秘密が、トヨタ生産方式のなかにあるのではないかと考

えられた。早くも同年 11 月には『トヨタ生産方式実践ハンドブック』（工場

管理 11 月臨時増刊号）が早くも発行されて各界の識者が見解と解説を述べ

ている。

筆者は、当時名古屋工業大学大学院工学研究科経営工学専攻の 1 年生（13

期生）であった。当時、日本経営工学会の中部支部は名古屋工業大学の経営

工学科内に置かれており、筆者もその事務の一端を任されていた。

トヨタ生産方式の生みの親であった大野耐一氏は、当時日本経営工学会の

中部支部長を務めていた（後に日本経営工学会の会長を務められた）。副支

部長の、経営工学科でIE（Industrial Engineering）を担当されていた熊谷

智徳教授とは親しい間柄で、学会支部の行事やその打ち合わせで、筆者も末

席ながら大野氏とお会いする機会を得ることができた。

名古屋工業大学経営工学科は、実践教育を中心に据え、設立当初よりトヨ

タ自動車工業をはじめとするトヨタ系に多くの卒業生が入社し、生産管理部

門や生産調査室で活躍を始めていた。

したがって、当時の経営工学科では、トヨタ自動車工業教育部作成の「原

価低減のための　トヨタ式生産システム　トヨタ方式」をはじめとしてトヨ

タの内部資料で、輪講を行ったり、ゼミでトヨタ系各社で夏休みに 2 週間程

度の合宿研究を行うことが当たり前のように実践されており、大野耐一氏の

「トヨタ生産方式」が、当時の生産管理の常識外の特異な生産方式として受

け止められえたことが、逆に驚きであった。

トヨタ生産方式は、一般には大野耐一氏の著書によって知られることに
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なったが、その年に出版された、前述の『トヨタ生産方式実践ハンドブッ

ク』で、当時の経営工学や、IEの専門家が、さまざまな側面から評価を行っ

ているが、トヨタ生産方式を、当然のこととして身につけた我々には、的外

れな論評も多く見られた。

そこで、日本経営工学会中部支部では、何回か、企業や若手の研究者を対

象としたトヨタ生産方式の研究会を開催したが、いずれも好評であった。

大野耐一氏が、トヨタ自動車を退社したのち、鈴村喜久男氏らは、大野耐

一氏を最高顧問としてNPS研究会を創設し、異業種へのトヨタ生産方式の

展開を図った。筆者も熊谷教授とともに合宿形式の研究会に招かれその異業

種展開に取り組み、多くの企業でトヨタ生産方式が採用され、多くの成果を

あげたが、成功例ばかりでなく、中途半端な実践により失敗に終わったり、

必ずしも効果を上げることはなかった。

海外においても、トヨタ生産方式は注目を浴び、MIT（マサチューセッ

ツ工科大学）による大規模な調査が行われ、リーン生産方式として世界に紹

介され導入が図られた。大野耐一氏は、トヨタ生産方式は、日本の風土から

生まれたもので他の地域では導入は困難であると考えていたが、いまや世界

中の企業において、生産管理のみならず企業経営の主要な要素と認知されて

いる。

筆者の中では、トヨタ生産方式における大野耐一氏の思想や、鈴村喜久男

氏の実践や熊谷智徳教授の理論化は、自明の事として身についていたため、

主な関心は、トヨタ生産方式で、未解明の多工程持ちにおける構造、作業能

率、立ち作業化における疲労の問題であった。それらに取り組み、一応の完

成をみた。

この間、多くの実践者、研究者によりトヨタ生産方式に関する書籍が発刊

されてきたが、いずれも筆者からすると、トヨタ生産方式の真意を十分に表

しているとは言い難かった。

そこで今回、過去に得られた大野耐一氏の思想や鈴村喜久男氏の実践や、

熊谷智徳教授の理論化について、広く世に問うこととした。
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本書の構成は、第 1 章で生産方式の中でのトヨタ生産方式の歴史的意義づ

けや構成、おおまかなフレームワークを示している。

第 2 章では、最初にトヨタ生産方式の紹介をしたダイヤモンド社の書籍

は、ゴーストライターの手を経たため、筆者の知る限りでは唯一の大野耐一

氏の手によるトヨタ生産方式に関する論文の日本語草稿を、ご遺族の了解を

得て掲載した上で詳細に検討している。

第 3 章では、筆者が、実際にトヨタ生産方式について得た知識や、実際に

改善した事例について、1,500 枚以上の写真から選んだ実例と、30 社以上の

資料から、トヨタ生産方式を理解するために有用なものを選んで、トヨタ生

産方式について、実際と改善に役立てられるれることを目的に、体系的に考

察した。

第 4 章以降では、トヨタ生産方式の導入事例について、ポイントを絞っ

て、掲載を許可頂いた各社について紹介した。また、逆に導入していない事

例についても比較している。

いずれにしても、本書は熊澤光正一人が執筆したものではなく大野耐一氏

や鈴村喜久男氏、熊谷智徳教授との共著といっても過言ではない。

なお、本文中では敬称を略させていただいた。

本書を手に取られた皆さんが、トヨタ生産方式の真の姿を理解されれば、

これ以上の喜びはない。

2013 年 6 月

熊澤光正
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